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月 日 内容

12月 ８日 武漢市で最初の新型肺炎患者が発生と世界に報じられる。

30日 国家衛生健康委員会が患者発生の事実を把握と報道。

1月 9日
交通運輸省幹部が「春節（旧正月）休暇は多くの人が移動するため、駅な

どで消毒など防疫に取り組む」と表明。

23日 湖北省政府が感染者が集中する武漢市を事実上封鎖。

25日 湖北省政府が封鎖範囲をほぼ省全体に広げる。

26日 国務院が春節（旧正月）休暇の2月2日までの延長を発表。

2月 1日
春節（旧正月）休暇後も休業延長や従業員の出勤を控えるよう指示した

地域が中国全体の8割に拡大。

5日 中国国内の新規感染者数がピークアウト。

3月 10日

新型コロナウイルス感染拡大後、初めて習近平国家主席が武漢入り。「ウイ

ルス蔓延の勢いは基本的に抑え込んだ」と表明し、事態収束に向けた自信を

見せた。

11日
湖北省政府が省内の一部企業の操業再開を認めると発表し、中国全土で

大企業は操業が可能に。

2020年3月17日 各国・地域の対策でも止まれない株式市場の下落
2020年3月12日 日本の経済対策と日銀金融政策に関する考察

2020年3月18日

コロナ対策で世界各国・地域が『行動制限』を強化
中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスは全世界に感染が拡大し、世界保健機関（WHO）は

11日、パンデミックを表明しました。世界各国は経済の減速懸念に対応し金融・財政政策を急いでいますが、

一方で、感染拡大防止策として入国制限や外出禁止など『行動制限』を強化しています。今回は、それらの

対策を確認したいと思います。

新型コロナウイルスの感染拡大は世界規模へ

『行動制限』は結果的に景気回復を早めることが期待される

世界各国・地域が相次ぎ『行動制限』を発動

 新型コロナウイルスは1月に入ってから中国で感染が拡大し、当初は中国国内の問題と捉えられていました。

2月に入って日本での感染拡大が懸念され、3月以降は欧米を中心に世界中での感染拡大が一気に加速

したことから、世界規模の問題へと大きく様相が変わってきました。

 『行動制限』は短期的に経済活動を抑制しますが、先行した中国の例を見る限りウイルスの感染拡大の鎮

静化に効果的です。経済活動が正常化に向かって動くことによって、積極的な金融・財政政策と合わせて、

結果的に景気回復を早める可能性があります。

（出所）各種報道を基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【中国のこれまでの経緯】
 米国は中国・イランに続き、11日に英国を除く欧州、

14日に英国からの入国制限を発表しました。13日には

国家非常事態宣言を行っており、州や市政府が対策

を相次ぎ打ち出しています。16日、サンフランシスコ市は

市民の外出を原則禁止する命令を出し、ニューヨーク

市も約1,900の公立学校が一斉休校となりました。又、

トランプ大統領は国民に向け行動指針を発表し、レス

トランでの飲食や旅行の自粛を求めました。

 欧州ではドイツが隣接する5カ国との国境を事実上封

鎖するなど、域内移動の制限が進んでいます。又、

10日にイタリアが全土で移動制限を行い、14日にスペ

インが非常事態を宣言し全土で原則外出禁止とし、

17日にはフランスが全土で外出制限を実施しました。

 日本は現在、中国・韓国・イランなど感染者が多い国からの入国制限を行っています。又、国内での移動制

限は設けていませんが、小中学校を中心とした教育機関に対する休校要請や大規模なイベントの自粛要請

など実質的な『行動制限』を継続しています。

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news200317gl.html
https://www.smam-jp.com/market/ichikawa/irepo200312.html

